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ィの非文法的表現 subhru（「美しき眉の女よ」voc. sg. f. 正規形 subhrūḥ）を正当化しようとする文
法家達の試みを全て否定し，文法的な正当化は不可能と考えていること，後者が詩学的観点から
正当化していることを指摘し，当該表現を正当化しようとした文法家達の歴史はBhKが権威 
 
  
ある準文法学文献として確立されていたことを示すとする。 
 結論では，完成された文学作品として，動詞語根の派生形規則を例証し多様な定動詞形を提示
した点にBhKの核心があり，このことが同書を準文法学文献として確立せしめたとする。 
 付論では，本論文に関連するBhK詩節及び二注釈書の翻訳研究を提示している。 
 本論文は，サンスクリット文学史において独自の地位を占め，準文法学文献として確立された
BhK 文法学部門の世界初の本格的研究であり，サンスクリット文化研究に貢献するところ極めて
大なるものがある。我国のサンスクリット研究の一つの到達点を示すものとして高く評価できる。 
 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（文学）の学位を受ける十分な資格があるものと認め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 要旨は，1,500字以内とする。 
 
